
2022, ver. 1.0, Reaffirmed Jun.2026, ©AKEBONO-HP 
 

1 

骨盤臓器脱について 
骨盤臓器脱とは 

骨盤臓器脱（こつばんぞうきだつ）とは、女性の骨盤内にある膀胱、子宮、膣、直腸など

の臓器が、本来の位置から下垂し、膣から外へ出てくる状態を総称したものです。下垂する

臓器によって、 

・膀胱瘤（ぼうこうりゅう）：膀胱が下垂した状態 

・子宮脱（しきゅうだつ）：子宮が下垂した状態 

・直腸瘤（ちょくちょうりゅう）：直腸が下垂した状態 

・腸瘤（ちょうりゅう）：小腸が下垂した状態  などに分類されます。 

 以前は「子宮脱」と呼ばれることが多くありましたが、実際には複数の臓器が関与するこ

とも多いため、現在では骨盤臓器脱という名称が一般的に用いられています。

 

さまざまな骨盤臓器脱 

骨盤臓器脱の症状 

膣に何かが下がってくる感じ、膣の違和感や圧迫感、下腹部の引っ張られる感じ、下腹部

痛、長時間立っていると症状が強くなる（横になると症状が軽くなる）が一般的ですが 

膀胱瘤の場合：尿が出にくい、排尿後も尿が残っている感じ（残尿感）、頻尿、尿漏れ

（尿失禁） 

直腸瘤の場合：残便感、強い便意があるのに便が出にくい、排便時に指で膣側を押さえない

と排便できないことがある 

また、膣壁や子宮が常に外へ出ている場合には、下着との摩擦によって出血や痛みを伴う

ことがあります。 

 



2022, ver. 1.0, Reaffirmed Jun.2026, ©AKEBONO-HP 
 

2 

骨盤臓器脱の原因 

ヒトは二足歩行をするため、内臓の重みや腹圧が骨盤底にかかります。女性では、子宮を

支える靱帯や骨盤底筋群（肛門挙筋など）、筋膜が骨盤の底を支えることで、臓器が正常な

位置に保たれています。しかし、 

妊娠・出産による骨盤底組織への負担、加齢による組織の変化、閉経後の女性ホルモン

（エストロゲン）の低下などによって支持組織が弱くなると、骨盤臓器脱が起こりやすくな

ります。さらに、肥満、慢性の便秘、慢性的な咳を伴う呼吸器疾患、重い物を持つ機会の多

い生活や仕事など、腹圧が繰り返しかかる状態も発症リスクを高めると考えられています。 

骨盤臓器脱の治療 

症状の程度や生活への影響に応じて治療法を選択します。 

①  骨盤底筋体操 

下垂が軽度で、膣の外まで脱出していない場合や、自覚症状が軽い場合には、骨盤底

筋体操を行います。骨盤底筋を意識して収縮させる運動を毎日継続することで、症状

の改善、骨盤臓器脱の進行予防、軽度の腹圧性尿失禁の改善が期待できます。 

骨盤底筋体操は、仰向け・座位・立位などさまざまな姿勢で行えます。「尿を途中で

止めるような感覚」で、膣や肛門周囲の筋肉を数秒間締め、その後ゆるめる動作を繰

り返します。効果が現れるまでには 2～3か月以上かかることが多いため、継続する

ことが大切です。 

②  リングペッサリー 

リングペッサリーは、膣内に挿入して下垂した臓器を支

えるドーナツ状の医療器具です。適切なサイズのペッサ

リーを装着することで、脱出症状の改善が期待できま

す。 

利点：手術を行わずに症状を改善できる、高齢の方

や手術が難しい方にも使用できる 

注意点：違和感が強い場合がある、脱落することが

ある、長期間の使用で膣炎や膣壁のびらんを起こす

ことがある、そのため、定期的な診察と交換が必要

です。 

③  手術療法 

 保存的治療で十分な改善が得られない場合や、脱出による症状が強く日常生活に支

障をきたしている場合には、手術を検討します。現在では、骨盤臓器脱を専門とする

婦人科や泌尿器科（女性泌尿器科）で、さまざまな手術が行われています。 

 手術方法には、腟式手術、腹腔鏡手術、ロボット支援手術などがあり、患者さんの

年齢、全身状態、脱出の程度、希望などを考慮して選択されます。 

参考）女性骨盤底センター：昭和医科大学横浜市北部病院  

 


